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アルブミン製剤処方の基礎的検討：抗酸化剤としての N-アセチルメチオニンの有
用性について
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【緒言】 アルブミン製剤には，カプリル酸ナトリウム (Oct) と N-アセチル-L-
トリプトファン (N-AcTrp) の 2 種の安定化剤が添加されている．我々はこれまで

に，より安定化効果を有するアミノ酸としてメチオニンに着目し，N-アセチル-L-
メチオニン (N-AcMet) が光照射に対してN-AcTrpより優れた抗酸化及び安定化効

果を有することを明らかにした 1)．そこで今回，アルブミンの酸化に及ぼす影響に

ついて，腎不全時進展に関与する有力な活性酸素クロラミンを用いて，N-AcMet 及
び N-AcTrp 添加群，非添加群におけるアルブミンの構造・機能変化について比較

検討した． 
【方法】 各試験サンプルを各濃度クロラミン T と経時的に反応させ，下記の方

法で試験を行った．添加剤の抗酸化効果は，カルボニル含量，タンパク質過酸化

物 (AOPP) 含量及びペルオキシナイトライト消去率により評価した．構造及び熱

安定性の評価は，円二色性 (CD) スペクトル及び断熱型示差走査熱量計 (DSC) に
より評価した． 
【結果及び考察】 クロラミン T によるアルブミンの酸化は，N-AcMet 添加群で

は N-AcTrp 添加群に比べて，各種抗酸化評価系において，有意に減少させた．ま

た，酸化後のアルブミンの構造安定性を CD スペクトル及び DSC により評価した

結果，N-AcTrp 添加時と比較して，N-AcMet 添加時のアルブミンの顕著な構造及

び熱安定性が観察された．以上の結果より，N-AcMet は，アルブミン製剤におけ

る保存時の安定化効果だけでなく，投与後の血中においても，有意な抗酸化及び

安定化効果を示す可能性が示唆された． 
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